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～高まる学生の貯蓄志向～ 

 

株式会社いよぎん地域経済研究センター（略称 ＩＲＣ、社長 山崎 正人）では、この

たび下記のとおり、県内大学生の暮らしぶりについて取りまとめましたので、お知らせい

たします。なお、詳細は、2013 年７月 1 日発行の「IRC Monthly」2013 年７月号に掲載い

たします。 

 

【調査概要】 

大学生の暮らしぶりを把握するため、2013 年４月に県内大学生（愛媛大学法文学部「地

域政策論」、松山大学経営学部「地域産業論」、松山大学経済学部「金融論Ⅰ」の受講生 378

名）を対象にアンケートを実施した。 

 

記 

【調査要旨】 

 

1. 月間の収入総額の平均は、自宅生が6.6万円、自宅外生が11.2万円であった。自宅生の収

入総額は、2009 年の調査開始以来最低となったものの、自宅外生の収入総額は２年ぶり

に増加に転じた。 

2. 「親から仕送りをしてもらう」自宅外生は前回調査に比べて 12.6 ポイントと大幅に上

昇し、約８割となった。 

3. 「毎月貯蓄している」学生は、自宅生が７割、自宅外生は６割とどちらも前回調査を上

回り、特に自宅外生の回答率は年々上昇している。学生の貯蓄志向は高まっており、ま

た定着していると言えるだろう。 

4. 貯蓄残高は、「10～30 万円未満」との回答が最も多かった。前回調査と比べると、「なし」

の割合が下落しており、貯蓄残高からも学生の貯蓄志向の高さがうかがえる。貯蓄の目

的で最も多かったのは、「将来への備え」、次いで「就職活動のため」であった。 

5. 大学生活が「充実している」と「どちらかといえば充実している」という学生が合わせ

て８割を超えた。 

以 上 
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【アンケートの概要】            

時 期：2013年４月中旬           

対 象：愛媛大学法文学部「地域政策論」、 

松山大学経営学部「地域産業論」、 

松山大学経済学部「金融論Ⅰ」の 

受講生 

方 法：教室でアンケート用紙を配付し、    

その場で回収。無記名方式。 

回答数：378人 

 

当社では、県内大学生の暮らしぶりを把握するた

め、県内大学生を対象にアンケートを実施した。以

下はその結果である。 

 

１． 月間の収支状況 

（１）収入総額とその内訳 

県内大学生の月間収入総額の平均は、自宅生が

6.6万円、自宅外生が11.2万円となった。自宅生の

収入総額は、2009年の調査開始以来最低となったも

のの、自宅外生の収入総額は２年ぶりに増加に転じ

た。 

学生全体では親からの援助（小遣い・仕送り等）

が増加した一方で、増加傾向にあった奨学金が大幅

に減少した（図表-２）。 

 

図表-１ 毎月の平均収入額（ｎ＝377） 

 

 

 

 

 

 

（注）各数字は全回答を平均したもので、〔 〕内は「ゼロ」との回答を除

き平均したもの 

 

 

【回答者属性】 

 

 

 

 

 

 

（注）集計は不明分を除く。また、四捨五入して表記しているため、 

内訳の合計が100％にならないことがある（以下、同じ）。 

 

図表-２ 収入総額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）収入項目別の学生割合 

自宅生で「親から小遣いをもらう」が28.5％、「奨

学金をもらっている」が29.7％と、ともに前回調査

よりも上昇した（図表-３）。 

「親から仕送りをしてもらう」自宅外生は前回調

査に比べて12.6ポイントと大幅に上昇し、79.6％と

なった。しかしながら、依然仕送りがない自宅外生

が約２割いる。2012 年の全国調査※では、仕送りが

ない自宅外生は10.0％であり、県内自宅外生の仕送

りなしの割合は、全国よりも高い水準となっている。 

 

 

 

 

（単位：万円）

自宅生 自宅外生

収入総額 9.1 6.6 11.2

親からの援助
（小遣い・仕送り等）

2.7
〔4.7〕

0.6
〔2.0〕

4.4
〔5.5〕

アルバイト
4.0

〔5.2〕
4.4

〔5.4〕
3.7

〔5.1〕

奨学金
2.1

〔5.6〕
1.5

〔5.0〕
2.6

〔5.9〕

その他
0.3

〔4.0〕
0.1

〔2.8〕
0.5

〔4.5〕

全体

※全国調査とは全国大学生活協同組合連合会「学生生活

実態調査」 

 大 学 愛媛大学 51.6% 松山大学 48.4%

性 別 男性 54.5% 女性 45.5%
１回生 0.0% ２回生 16.4%
３回生 65.9% ４回生 16.4%
その他 1.3%
愛媛県内 68.3% 四国3県 11.4%
中国・九州 16.4% 近畿 1.1%
関東 0.3% その他 2.6%

住まい 自宅 43.8% 自宅外 56.2%

学 年

出身地

2.6 2.2 2.7 2.3 2.7

4.2
4.2

3.8
3.9

4.0

2.2
2.4 2.4 2.7 2.1

0.30.20.30.4 0.3

0

2

4

6

8

10

09年

(n=298)
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（万円）

親からの援助
（小遣い・仕送り等）

アルバイト 奨学金 その他

9.4
9.1 9.2 9.2

（注）太字は収入総額

9.1
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図表-３ 収入項目別の学生割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 月間の支出状況 

（１）支出総額とその内訳 

 月間支出総額（貯蓄を除く）の平均は、自宅生が

4.9万円、自宅外生が9.9万円となった（図表-４）。 

 全体の推移をみると、ファッション費や娯楽費に

はほぼ変化がない。収入が減少しても、自分の楽し

みにつながるような消費には、支出を惜しまないの

かもしれない（図表-５）。 

 

図表-４ 毎月の平均支出額（ｎ＝377） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表-５ 支出総額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 貯蓄する学生の割合と貯蓄額 

 「毎月貯蓄している」学生は、自宅生が 69.7％、

自宅外生は60.2％とどちらも前回調査を上回り、特

に自宅外生の回答率は年々上昇している。学生の貯

蓄志向は高まっており、また定着していると言える

だろう（図表-６）。 

毎月の平均貯蓄額をみると、自宅生1.7万円、自

宅外生1.3万円となった。どちらも、家賃、食費を

除いた支出項目と比べると、金額が大きく、自由に

使えるお金に関しては消費よりも貯蓄に重点を置い

ているようだ（図表-７）。 

 

図表-６ 毎月貯蓄する学生の割合 
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（単位：万円）

自宅生 自宅外生

支出総額 7.6 4.9 9.9

家賃 1.9 0.0 3.4

食費 1.5 0.8 2.1

学習費（授業料除く） 0.4 0.4 0.4

通信費 0.6 0.5 0.7

ファッション費 0.9 0.9 1.0

娯楽費 1.3 1.3 1.3

その他 1.0 1.0 1.0

全体

2.0 1.9 2.1 2.0 1.9

1.5 1.5 1.5 1.4 1.5

0.3 0.4 0.4 0.4 0.4
0.6 0.7 0.8 0.7 0.6

1.1 1.1 1.1
1.0 0.9

1.3 1.3 1.3
1.2 1.3

1.5 1.2 0.8
0.9 1.0
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09年

(n=298)

10年

(n=223)

11年

(n=212)

12年

(n=357)

13年

(n=377)

（万円）

家賃 食費 学習費 通信費 ファッション費 娯楽費 その他

8.3 8 .1 8 .0
7 .6 7 .6

（注）太字は、支出総額（貯蓄を除く）
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図表-７ 毎月の平均貯蓄額（ｎ＝377） 

 

 

 

（注）各数字は全回答を平均したもので、〔 〕内は「ゼロ」との回答

を除き平均したもの 

 

貯蓄残高は、「10～30万円未満」（28.8％）との

回答が最も多かった。前回調査と比べると、「なし」

の割合が５ポイント下落しており、貯蓄残高からも

学生の貯蓄志向の高さがうかがえる（図表-８）。 

貯蓄の目的で最も多かったのは、「将来への備え」

（39.2％）、次いで「就職活動のため」（33.0％）、

であった（図表-９）。 

 

図表-８ 現在の貯蓄残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表-９ 貯蓄の目的（上位２つ以内で複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．大学生活の充実度 

大学生活が充実しているか尋ねたところ、「充実

している」と「どちらかといえば充実している」を

合わせて、84.5％となった。金銭面から見ると、学

生の収入環境は厳しくなりつつあるが、学生はその

範囲でやりくりしており、総じて充実した大学生活

を送っているようだ（図表-10）。 

 

図表-10 大学生活の充実度（ｎ＝375） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 大学生アンケートを開始した2009年以降、県内大

学生の暮らしぶりに大きな変化は見られない。ただ、

貯蓄に対する姿勢を見ると、堅実性が高まっている

ことがうかがえる。 
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（単位：万円）

自宅生 自宅外生

貯蓄額
1.5

〔2.3〕
1.7

〔2.4〕
1.3

〔2.2〕

全体

15.1

10.1

12.1

7.7

22.4

22.1

23.8

20.1

19.2

20.8

21.8

19.5

25.9

28.8

31.1

26.0

17.3

18.1

11.2

26.6

0 20 40 60 80 100

2012年全体

(n=370)

2013年全体

(n=375)

男子

（ｎ＝206）

女子

（ｎ＝169）

（％）

なし 5万円未満 5～10万円未満 10～30万円未満 30万円以上

39.5

22.8

25.0

25.6

11.7

8.0

12.3

4.6

39.2

33.0

30.1

25.1

10.0

8.3

5.6

2.7

0 10 20 30 40 50

将来への備え

就職活動のため

旅行などのレジャー

予備の生活費

目的はない

高額品の購入

奨学金の返還

サークル活動のため

（％）

2012年
（ｎ＝324）

2013年
（ｎ＝339）


